
この体質を変えるにはどうすればいいか？

行政も議員も市民も、
それぞれが、あたり前のことをあたり前にやればいいのです！

　あたり前のことができない中での改革は、
　本来の改革ではありません。

　　　単なる変化やポーズでは、
　　　私たちの暮らしは良くなりません。

・市民の視点に立って、市全体から総合的に判断して
　行動する

・議員と自治会長との役割を明確にして、議員にしか
　できない仕事をする

・市の提案を鵜呑みにせず、チェック機能としての役
　割を果たす

・市政を他人事だと思わず、自分のことと認識して行
　動する

・おかしい、わからないと感じたことは、周囲に尋ね
　て学んでいく

・自らが、責任を持って市長と議員を選ぶ

議員は

市民は
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・市民サービスの向上を日々求めて働く

・徹底した情報公開を実現する

・しがらみのない行動ができる組織を構築する

行政は

夢のある福知山を造っていくのは、
行政でも議員でもありません。

　私たちひとりひとりが、福知山を造っていくのです。

　　　自分のために、子や孫らのために、そして未来のために、
　　　みんなで変わっていきましょう！　

　変えていきましょう！


